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システム 
 

インストール前の確認 
 

 

＜システムが動作するために必要な環境＞ 

 

１． 本システムの対応 OS は Winwos7、8.1、10 です。 

２． 本システムが正常に動作するためには PC にネットワークアダプタが必要です。 

３． 本システムをインストールするためには IE5.01 以上が必要です。 

４． 本システムで印刷処理を行うためには Excel2003 以上が必要です。 

 

＜システム動作環境の設定＞ 

本システムでは計測機器や表示装置との通信に 2 つの方法が選択可能です。 

 

１． 計測装置ＣＴ－４００/CT－５００～ＲＳＢ－２０/ＲＳＢ－３０接続とＲＳ－４２２通信での

スコアボード送信（必須環境：ＲＳ－２３２Ｃ ComPort）。 

 

２． 通信用コンバータを使用しての TCP/IP ネットワークプロトコル通信。 

 

⇒TCP/IP 通信での使用には PC の OS からネットワークの設定を行って下さい。設定方法の詳

細についてはご使用の PC 付属の取扱説明書か OS のヘルプをご参照下さい。 

 

TCP/IP 通信の通常出荷設定 IP アドレス サブネットマスク 

PC の設定 192.168.0.1～50 

の間で固定アドレス 

255.255.255.0 

計測機器（CT-400/CT-500）の通信用

コンバータの設定 

192.168.0.151 255.255.255.0 

表示装置（SB-6010 など）の通信用コン

バータの設定 

192.168.0.15１ 255.255.255.0 

 

 

◆ 音声合成に関する注意事項 

＜システム動作環境＞ 

 OS         Windows XP 以降 

 CPU        Pentium 4 又はそれ以上の互換 CPU (1GHz 以上を推奨) 

 メモリ   512MB 以上(WindowsXP) 

              1GB 以上(Windows vista/7/8/10/Windows Server2008/2008 R2) 

  HDD       1GB 以上 

 

★音声はモノラルとなります。 

 

 

◆ バーコードリーダーに関する注意事項 

① ドロー短冊で使用しているバーコードは NW7 で作成されています。 

   そのためバーコードリーダーは NW7 対応機種となります。 

② 読み取ったデータに ENTER キーを付加する設定ができる事。 

  

 

 

※ ハードウェアの構成につきましては、弊社営業担当にご相談下さい。 ※ 
 

 

システム 
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システムのインストールと初期設定 
 

 

＜システムのインストール＞ 

 

インストール CD を挿入すると自動的にインストールとプログラムが起動されます。画面の指示に従っ

てインストールを完了して下さい。 

ご使用の OS が Windows 7 以降の場合、ユーザーアカウント制御の表示が出ることがありますが、 

“許可”をクリックして下さい。また、インストール終了時にプログラム互換性の表示が出ることがあ

りますが、“正しくインストールされました”をクリックして下さい。 

 

 

システムのインストールは必ず管理者権限を持ったユーザーで行って下さい。 

（正しくインストールできないか、システムが正しく動作しない事があります。） 

 

 

 

 

＜SEIKO ライセンスキー（USB 認証キー）による機能制限について＞ 

 

アルペン Ver5.x では、従来のライセンス認証方式ではなく、USB キーによるプロテクト方式を採用し

ています。プロテクトされた機能を使用するには、PC の USB ポートに予め USB キーを差し込んでお

く必要があります。 

 

１．プロテクト方式の特徴 

① USB キーが差し込まれている場合 

リザルトの全機能が使用可能です。 

② USB キーが差し込まれていない場合 

  プロテクトされている機能は使用不可能です。 

  ただし、プロテクトされていない機能については使用可能です。 

 

２．プロテクトされている機能一覧 

① 記録入力 

② 中間記録取込 

上記の機能につきましては USB キーがない場合、使用できませんのでご注意下さい。 

 
 
 

 

＜各種ペナルティ設定およびポイント設定の更新について＞ 

 

ペナルティ計算用の設定や F 値等のポイント設定は競技会毎に設定可能ですが、「データ管理」にてマ

スターデータにあらかじめ登録しておくと新規競技会作成時に自動的にコピーされ設定されます。 

ルール改正などで値の変更があった場合は、マスターデータ側を変更しておくと、競技会作成時に入

力・修正する手間がなくなり便利です。 

詳しくは「データ管理 - システム設定 -大会情報」をご覧下さい。 

 

 

インストール直後はマスターデータの値は未入力になっていますのでご注意下さい。 
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  初期画面   
 

初回起動時は、データベースサーバーを設定する必要があるため、以下の様な画面が表示されます。 

接続するサーバー名を入力して接続確認して下さい。サーバーの設定は最初の１回のみで、以後は選択

されたサーバーに自動的に接続するようになります。サーバーの接続先を変更したい場合にはメイン画

面の サーバーの選択 をクリックして接続先を変更してください。 

 

ご使用の OS が Windows 7 以降の場合、サーバー名￥SQLEXPRESS と入力して下さい。 

OS が XP の場合、サーバー名のみ入力してください。 

 

 
 

単一ＰＣで動作させる場合は Windows 7 以降の場合、.￥SQLEXPRESS （ピリオドに注意）、 

OS が XP の場合、(Local)と入力しても動作します。 

 

 

        サーバー名がわからない場合は、サーバーPC のスタートメニューをクリックし、コ

ントロールパネル→システム→コンピュータ名の”フルコンピュータ名”に表示され

ている名称を入力して下さい。 
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サーバー選択後、画面が表示されます。各ボタンをクリックすると処理が起動します。 

 

        
① データ管理 ：システムを使用する上での基本的なデータの入力やシステムの保守を行います。 

ここで入力されたデータは競技会新規作成時に初期設定値として使用されます。 

【データ管理】 

 システム設定 

 印刷情報 

 地域名登録 

  反則名登録 

  県名登録 

  国名登録 

  気象条件登録 

   データ保守（システム全体） 

 

② 時刻設定   ：端末の時刻を設定します。（Windows のシステムです） 

 

③ サーバー選択：サーバーを選択します。現在接続中のサーバー名が下側に表示されます。 

 

④ 競技会処理 ：各競技会データの登録や処理を行います。 

【競技会登録】 

競技会名称・種目等全般の登録 

【競技会処理】 

登録処理（クラス、大会情報、開催条件、情報、地域名、反則名、国名） 

選手データ処理（選手登録、選手取込） 

１本目競技処理（ドローグループ登録、ドロー処理） 

       （１本目ｽﾀｰﾄ順登録、１本目記録入力、１本目印刷処理） 

 ２本目競技処理（２本目ｽﾀｰﾄ順登録、２本目記録入力、２本目印刷処理） 

データ保守（競技会） 

【アナウンスモニター】 

    競技結果速報モニター 

【Web Up】 

    Web Up 

 

⑤ 環境設定  ：環境設定（オンライン設定・スコアボード設定）処理を行います。 

 

⑥ 終了      ：アルペンリザルトシステムを終了します。 
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  オンライン・スコアボード設定について 
 

オンライン設定およびスコアボード設定については特に重要な設定項目です。 

設定変更によってはシステムが正常に動作しなくなる可能性がありますのでご注意下さい。 

RSB 使用時に接続ポートの番号が不明な場合は次項の「ポート番号の確認方法」をご覧下さい。 

 

 

１．設定画面の表示方法 

 

初期画面の環境設定ボタンをクリックするとコンフィグ設定画面が表示されます。 

 

 

 

２．オンライン設定： タイマーおよびターミナルとの通信設定を行います。 

 

 
 

① タイマー  １：RSB（COM） ２：TCP（プロトコルコンバータ） 

② RSB ポート  RSB のポート番号を入力します。 

③ RSB 設定  RSB の通信設定を入力します。 

④ TCP アドレス  プロトコルコンバータの IP アドレスを入力します。 

⑤ TCP ポート  プロトコルコンバータのポート番号を入力します。 

⑥ 名 称  使用しているタイマーの名称を入力します。 

⑦ ターミナル（中間） １：RS232C（COM） ２：TCP（プロトコルコンバータ） 

⑧ RSB ポート  RSB のポート番号を入力します。 

⑨ RSB 設定  RSB の通信設定を入力します。 

⑩ TCP アドレス  プロトコルコンバータの IP アドレスを入力します。 

⑪ TCP ポート  プロトコルコンバータのポート番号を入力します。 

⑫ 名 称  使用しているターミナルの名称を入力します。 
 

     コンフィグ設定を不用意に変更した場合、お使いのハードウェア（タイマーおよびスコ 

アボード）の構成によっては、システムが正常に動作しなくなる場合がありますのでご 

注意下さい。ハードウェアの構成についてご不明な点は営業担当にお問い合わせ下さい。 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

 

 

 

 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

 

⑫ 

⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 
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３．スコアボード設定：  スコアボードとの通信設定を行います。 

 

   
 

  ① 名 称 スコアボードの名称を入力します。 

② 表示段数 表示段数を入力します。 

③ 設 定 各段のボードアドレスを入力します。 

例：BFGHIJKLMNXYZ（1 位～10 位、30 位、60 位、100 位出力） 

④ 送信間隔 送信待ち時間を秒単位で入力します。 

通常時には使用しない項目の為、「0」秒に設定します。 

⑤ 使 用 ０：スコアボードを使用しない １：スコアボードを使用する 

⑥ 出力内容 ０：通信しない １：SB-３０１０ ２：ST-306 

⑦ 出力設定 ０：COM １：TCP（プロトコルコンバータ） 

⑧ 出力ポート スコアボード用ポート番号を入力します。 

例：COM 使用時「ポート番号」 コンバータ使用時「４００１」 

⑨ 出力セット 出力セットを入力します。 

例：COM 使用時「９６００,ｎ,８,1」 コンバータ使用時「192.168.0.151」 

⑩ 返却モード ０：なし １：ACK/NAK あり 

                     通常時には使用しない項目の為、「0」に設定します。 

 

     
 

     コンフィグ設定を不用意に変更した場合、お使いのハードウェア（タイマーおよびスコ 

アボード）の構成によっては、システムが正常に動作しなくなる場合がありますのでご 

注意下さい。ハードウェアの構成についてご不明な点は営業担当にお問い合わせ下さい。 

 
 

         オンライン・スコアボード以外の設定（データベース・ローカル）については変更しな 

いで下さい。システムの動作に影響を及ぼす可能性があります。 

 
 

         USB 接続のシリアルポート変換ケーブルを使用する場合、USB の接続口を変える 

       とポート番号も変わりますのでご注意下さい。ポート番号が不明な場合については次項 

の「ポート番号の確認方法」をご覧下さい。 
 
 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 
 
 

 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

 

 



ポート番号の確認方法  

   アルペンリザルトシステム 

 
7 

 
  ポート番号の確認方法 
 

オンラインおよびスコアボード接続時に COM ポートを使用する場合、コンフィグ設定にて使用するポ

ート番号を設定する必要があります。ポート番号が不明な場合の確認方法は以下のとおりです。 

 

１．コントロールパネルより「システム」をクリック、システムのプロパティが表示されたら 

「ハードウェア」タブを選択し「デバイスマネージャー」をクリックする。 

 
 

３．「ポート(COM と LPT)」をクリックするとポートの一覧が表示されるので 

  COM ポート名の右側の番号（例：COM1 なら「１」となる）をチェックする。 

  USB 接続のシリアルポート変換ケーブルをご使用の場合、ポート名の部分にメーカー名も 

表示されるのでそれを基準にポート名を探して下さい。 

 
   

ポート番号を変更したい場合には   

 ポート番号を任意のものに変更したい場合は、下記の手順で行ないます。 

 ただし、ご使用の PC によっては、特定の番号がすでに別の用途に使用されており、 

 その番号には変更できない場合がありますのでご注意下さい。 

 

① 番号を変更するポートを右クリックし、「プロパティ」をクリック 

「ポートの設定」タブを選択し「詳細設定」をクリックする。 

② 詳細設定が表示されたら画面下部にある「COM ポート番号」のコンボボックスで 

変更したい番号を選択し「OK」をクリックする。 

 
 
 

クリック 

変更したい番号

を選択する 
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システム構成 
 

 

 

基本的なデータ、繰り返し使用される情報等を登録し、マスターデータと 

して、競技会処理データ作成時に利用します。 

 

種目名称や各種競技条件の初期値などの基本的な情報を設定します。 

 

システム共通で使用する印刷用データを設定します。 

 

県名や反則名など各種情報を登録します。 

 

システム全体のバックアップ、バックアップデータの復元、システム全体    

の初期化を行います。 

 

 

 

競技会の運用を行います。 

 

 

登録されている競技会を選択します。 

 

 

新しい競技会を登録します。競技会の新規作成時はデータ管理で入力され 

ているデータを初期値として作成されます。 

 

競技データを登録し、ドロー処理、計時処理、帳票出力等、 

実際に競技会の運営に沿って処理を行います。 

 

アナウンスモニターを表示します。 

 

 

Web Up 処理を行います。 

                       

                             
 

 

データ管理で作成したデータと、競技会登録データについて 

 

① データ管理で作成したデータは、新しく競技会登録する場合に初期値として使用 

するデータで、競技会のデータ入力の手間を軽減するためのものです。 

 

② 競技会登録では新規競技会を登録する時、データ管理のデータを初期値として 

コピーしたもので、競技会ごとに必要に応じて変更・修正を加えることができます。 

 

このように、データ管理と競技会登録のデータは同一のものではなく、それぞれが独立 

したデータです。そのため、競技会登録での変更がデータ管理に反映されることはなく、 

データ管理での変更が登録済みの競技会データに反映されることもありません。 

 

 

 

データ管理 

システム設定 

印刷情報 

競技会選択 

競技会登録 

競技会処理 

ｱﾅｳﾝｽﾓﾆﾀｰ 

競技会処理 

各情報登録 

データ保守 

Web Up 
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システムの運用ガイド 
 

本システムで行う作業（処理）の基本的な流れを説明します。 

 

       

       １．データ管理 

       データ管理ではシステムで共通して使用され 

る基本データを登録します。そのため、大き 

       な変更がない限り、毎回設定する必要はあり 

       ません。また、データ保守ではサーバー内の 

全ての競技会データに対してデータ保存、読み 

込み、初期化を行うことができます。シーズン 

終了後には必ずデータ保存を行うようにして 

下さい。 

              

       

       

       

   

            ２．競技会登録 

       新しい競技会を登録します。既存の競技会の 

       設定変更もここで行います。 

        

 

       ３．競技会処理 

       競技会を選択し、競技会処理に入ります。 

       競技処理には競技前処理、競技中処理、競技後 

       処理の３つの段階があります。 

        

        

       競技前：競技開始前や競技会開始前に行う処理 

         ・ 各種データ登録 

        ・ スタート順登録（ドロー・スタート順） 

        ・ 帳票印刷（スタートリスト） 

         

         

        競技中：競技中に行う処理 

        ・ オンライン（記録入力） 

         

         

       競技後：競技終了後や競技会終了後に行う処理 

        ・ 帳票印刷（リザルト・ペナルティリスト） 

        ・ データ保守（競技会単位） 

         

       

       

    

       

       

       

            

       

競技会処理 

競技前      競技中      

 
 
 
 
         

        競技後 

 
 
 
 
 
         
    
      

登録 

大会情報 

クラス 

選手 

オンライン 

データ保守 

(競技会) 

バックアップ 

印刷 ｽﾀｰﾄ順登録  

ﾄﾞﾛｰ資料印刷 

印刷 

ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ印刷 

リザルト印刷 

ﾍﾟﾅﾙﾃｨﾘｽﾄ印刷 

データ管理 

データ保守 

(システム) 

初期化 

ロード 

バックアップ 

競技会登録 

ロード 

初期化 

記録入力 

（１本目・２本目） 

ﾎﾟｲﾝﾄﾘｽﾄ印刷 

ｽﾀｰﾄ順登録 

データ管理 

システム設定 

印刷情報 

各情報登録 
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  メニュー画面   
 

処理を起動するとメニュー画面が表示されます。 

 

    
 

 

 

 

 

 メニューバーとメニューボタン 
 
 
 

 
 

 

 

 

メニューバー ： 処理系統ごとに分類されています。 

カーソルを合わせて処理を選択して下さい。 

 

メニューボタン： クリックすると対応する処理画面が開きます。 

通常よく使用する処理が選択できます。 

メニューバー 

メニューボタン 
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  データ入力画面 
 

 
 

① データの登録 

No.欄に未使用のデータ番号を入力してエンターキーを入力して下さい。各項目がクリアさ 

れ新規入力状態になります。入力後、 登 録 を押すとデータが登録されます。 

 

② データの修正 

右側の登録データ一覧内をダブルクリックして対象のデータを選択します。選択したデータ 

の内容が表示されますので、必要に応じて修正して下さい。修正後、 登 録 を押すと修正 

された内容でデータが登録されます。 

 

③ データ削除 

一覧内で対象のデータをダブルクリックして選択し、 削 除 をクリックします。 
 
 

     各入力項目には最大文字数や文字種類などの制限があります。入力欄をクリックした時 

に画面左下に入力規則が表示されますので、入力規則に従いデータを入力して下さい。 

 

 
 

 

 

入力規則 



メニュー  
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データ管理 
 

メニュー   
 

データ管理を起動するとメニュー画面が開きます。メニューバーもしくはメニューボタンより処理を選

択します。データ管理処理で登録した基本的なデータが各競技会においての登録事項に反映されます。 

 
 

 

 

① システム設定   ： 競技会共通で使用される設定やデータを登録・変更します。     P13～              

 

② 印刷情報   ： 印刷帳票に印字される審判情報などを登録・変更します。 P17～             

 

③ 地域名登録   ： 地域名を登録・変更します。     P21～             

 

④ 反則名登録    ： 反則名を登録・変更します。     P22～ 

 

⑤ 県名登録    ： 県名を登録・変更します。     P23～ 

 

⑥ 国名登録    ： 国名を登録・変更します。       P24～ 

 

⑦ 気象条件登録    ： 天候・雪質の名称を登録・変更します。   P25～ 

 

⑧ データ保守     ： システム全体のバックアップ、ロード、初期化を行います。 P26～ 

 

⑨ 終了     ： データ管理処理を終了します。 

データ管理 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 



システム設定  
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  システム設定   
 

システムの基本設定を行います。ここで設定した内容は競技会を新規に登録する時の初期値となります。

この設定はあくまで初期値であり、競技会ごとに競技会処理にて変更が可能です。各競技会において基

本的に同じである項目を設定しておくことで、競技会処理におけるデータ入力の簡略化が図れます。 

 

  
 

 タブにより設定画面が別れています。入力したいタブをクリックして下さい。 
 

 
 

初期情報タブ ：事由マークや各種競技条件の初期値を入力します。 

大会情報タブ  ：ペナルティやポイントに関する初期値を入力します。 

その他タブ  ： 種目名・性別名・帳票条件の初期値を入力します。 

 

 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

タブ 

 



システム設定  
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■ 初期情報タブ 
 

事由マークや新規大会作成時の各種競技条件を入力します。 

 

  

 

 各項目を入力します。 

① 事由マーク ：事由に関する設定を入力します。 

   印字 ：競技結果で印字される事由名称を入力します。 

   マーク ：スコアボードなどの表示に使用される事由マークを入力します。 

    

② デフォルト値 ：新規大会作成時の各種競技条件の初期値を設定します。 

  ２本目逆順 ：２本競技の逆順指定を入力します。順位で入力します。 

  ２本目ｽﾀｰﾄ順 ：２本競技のスタート順設定方法を指定します。 

  BibNo ｵﾌｾｯﾄ ：BibNo の開始番号を入力します。 

  大会名印刷 ：大会名の印刷の有無を選択します。 

  県名印刷 ：県名・地域名・印刷しないから選択します。印刷する場合、ヘッダーと 

なる名称を入力します。 

  個人情報 ：印刷しない・学年・年齢から選択します。 

  競技中短冊形式：競技中短冊の出力形式を選択します。形式１は１ページに１人×２枚 

印字、形式２は１ページに２人×１枚印字されます。 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

① 

② 
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■ 大会情報タブ 

 

ペナルティやポイントに関する項目を入力します。 

 

 
 

  

 

 各項目を入力します。 

    ① ペナルティの設定を大会別（SAJ・FIS）に行います。 

ミニマムペナルティ ：ミニマムペナルティを入力します。 

マックスペナルティ ：マックスペナルティを入力します。 

 マックスぺナルティ MAX ：マックスペナルティの MAX 値を入力します。 

 加算値   ：加算値を入力します。 

 Z 値   ：Z 値を入力します。 

 適用ペナルティ  ：適用ペナルティを入力します。未設定の場合、自動的に 

適用ペナルティが計算されます。 

② 各種目別にポイント計算の設定を行います。 

 F 値   ：F 値を入力します。 

 MAX 値   ：MAX 値を入力します。 

 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 
 

     インストール直後は各値がブランクになっていますのでご注意下さい。 

ルール変更時にはこちらで値を修正しておくと、競技会毎の修正がいらず便利です。 

 

 

 

① ② 

 



システム設定  
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■ その他タブ 

 

種目名・性別名・帳票条件を入力します。 

 

  
 

 各項目を入力します。 

① 種目名称 ：種目名称と略称の日本語・英語を入力します。 

② 性別  ：性別名称の日本語・英語を入力します。 

③ 帳票条件 ：帳票条件を入力します。 

  左余白 ：帳票の左端の余白サイズを入力します。 

  上余白 ：帳票の上端の余白サイズを入力します。 

エクセル保存 ：帳票をファイル保存する場合の保存先を入力します。 

 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

 

② 
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  印刷情報   
 

印刷帳票のヘッダーやフッターに印字される情報を入力します。 

 

 
 

 

 SAJ 用と FIS 用で別々に登録できます。設定したい言語を選択し、タブをクリックして下さい。 
 

 
 

言語設定  ：SAJ 用と FIS 用を選択できます。 

審判情報タブ ：審判のデータを入力します。 

コース情報タブ  ：コースデータを入力します。 

１本目前走者タブ  ：１本目の前走者のデータを入力します。 

 ２本目前走者タブ ：２本目の前走者のデータを入力します。 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 コマンドボタン 

    前走者ｺﾋﾟｰ：1 本目に入力されている前走者を２本目にコピーします。 

     登  録 ：入力内容を保存します。 

 終  了 ：画面を終了します。 

 



印刷情報  

   アルペンリザルトシステム 

 
18 

 

■ 審判情報タブ 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① タイトル ：審判情報のタイトルを入力します。 

② 項目  ：審判名称を入力します。 

③ 氏名  ：氏名を入力します。 

④ 所属  ：所属を入力します。 

⑤ サイン ：サイン欄を印刷する場合、チェックします。 

 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
③ ④ ⑤ 
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■ コース情報タブ 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① タイトル ：コース情報のタイトルを入力します。 

② 項目  ：コース情報名称を入力します。 

③ 内容  ：コースデータを入力します。 

  
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
③ 
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■ １本目前走者・２本目前走者タブ 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① 項目  ：前走者名称を入力します。 

② 氏名  ：氏名を入力します。 

③ 所属  ：所属を入力します。 

  
 

 

     前走者ｺﾋﾟｰを使用すると、１本目の前走者データが２本目にコピーされます。 

１本目と２本目の前走者が同じ場合にご使用下さい。 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ 
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  地域名登録 
 

競技会処理-選手登録で使用する地域名を登録します。右側に登録されたデータの一覧表が表示されま

す。一覧表内をダブルクリックするとそのデータが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 地域名 ：地域名を入力します。 

③ カナ  ：フリガナを入力します。 

④ 表示用 ：表示用地域名を入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ 
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  反則名登録 
 

競技会処理-記録入力で使用する反則名を登録します。右側に登録されたデータの一覧表が表示されま

す。一覧表内をダブルクリックするとそのデータが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 反則名 ：反則名を入力します。 

③ 表示用 ：表示用反則名を入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

 

③ 
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  県名登録 
 

競技会処理-選手登録で使用する県名を登録します。右側に登録されたデータの一覧表が表示されます。 

一覧表内をダブルクリックするとそのデータが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 県名  ：県名を入力します。 

③ カナ  ：フリガナを入力します。 

④ コード ：対応する SAJ の県コードを入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

 

③ 

④ 
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国名登録 
 

競技会処理-選手登録で使用する国名を登録します。右側に登録されたデータの一覧表が表示されます。 

一覧表内をダブルクリックするとそのデータが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 国名  ：国名を入力します。 

③ 略称  ：略称を入力します。 

④ 印刷用 ：印刷用国名を入力します。 

⑤ 表示用 ：表示用国名を入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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気象条件登録 
 

競技会処理-開催条件登録で使用する「天候」と「雪質」の名称を登録します。右側に登録されたデー

タの一覧表が表示されます。一覧表内をダブルクリックするとそのデータが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① 天候・雪質   ：入力する項目を選択します。 

② No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

③ 名称  ：項目名称を入力します。 

   
 

  ここでの登録は競技条件の気象情報で使用し、入力の簡素化のために設定します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

 

③ 
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  データ保守   
 

システム全体のデータの管理を行います。各データのデータ数は登録されている全ての競技会の各デー

タを合計したものです。競技会ごとに保守を行いたい場合は、競技会処理のデータ保守をご利用下さい。 

 

 
  

① バックアップ ： データのバックアップを行います。 

 1. バックアップをクリックしてチェック状態にします。 

 2. 不要なデータがある場合は、クリックしてチェックをはずします。 

3.  開 始 をクリックします。 

4. バックアップ先を指定するとバックアップが開始されます。 

 

② ロード ： バックアップされているデータを復元します。 

 1. ロードをクリックしてチェック状態にします。 

 2. ロード元のフォルダを指定します。 

3. ロードしたくないデータがある場合は、クリックしてチェックをはずします。 

4.  開 始  をクリックするとロードが開始されます。 

 

※ なお、現在システム内にある選択したデータはロードしたデータに上書きされます。 

 

③ 初期化 ： システム内のデータをすべて削除して初期化します。 

 1. 初期化をクリックしてチェック状態にします。 

2.  開 始  をクリックします。 

 

※ 一部のデータだけ消去したい場合は、 開 始 をクリックする前に、消去したくない 

項目のチェックをはずして下さい。 

    

④ フロッピー初期化： フロッピーディスク内のデータを全て消去し、初期化します。 

 1. フロッピー初期化をクリックしてチェック状態にします。 

 2. 初期化するフロッピーディスクをパソコンにセットします。 

 3.  開 始  をクリックするとフロッピーの初期化が開始されます。 

  

 コマンドボタン 

 開   始  ： チェックされている処理を実行します。 

 全て解除  ： データのチェックを全て解除します。 

 終    了  ： 画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ 
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競技会処理 
 

競技会選択  
 

登録されている競技会が表示されます。 

 
 

 

① 競技会登録  ： 新規の大会を登録する場合は、空いている番号を選択して競技会登録を 

クリックします。登録済みの競技会を選択した場合、競技会データの修

正を行うことができます。 

      
 

② 競技会処理  ： 選択された競技会の処理を行います。処理メニュー画面を表示します。 
 

③ アナウンスモニター ： アナウンスモニター画面を表示します。 
 

④ WebUP         ： 「SEIKO SPORTS LINK」に競技結果等をアップロードします。 

 

⑤ 競技会削除  ： 選択された競技会のデータを消去します。 

 

⑥ 終 了  ： 競技会処理を終了します。 
 
 

 

         一度削除された競技会のデータは復旧させることはできませんのでご注意下さい。 

削除する場合は先に競技会データのバックアップをとっておくことをおすすめします。 
 
 
 

競技会処理 

① 

⑤ 

③ 

② 

④ 

 

⑥ 
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  競技会登録   
 

競技会の基本データを登録します。 

 

              
  

 最初に競技会登録を起動したときには、データ管理において登録されているデータが初期値とし

て表示されます。管理用名称を入力し、表示されたデータをよく確認の上、入力・変更してくだ 

  さい。書き換えた場合、データ管理の初期データを再度読み込むことはできません。また競技会 

  登録したデータがデータ管理で設定されているデータを書き換えることもありません。 

 

 各項目を入力します。 

① 管理用名称 ：競技会選択に表示される競技会の名称を入力します。 

② 大会区分 ：SAJ 大会・FIS 大会を選択します。 

③ 種目選択 ：種目を選択します。 

④ 性別選択 ：性別を選択します。 

⑤ クラス有無  ：クラス分けの有無を選択します。 

⑥ 競技本数 ：本数を選択します。 

⑦ ２本目逆順指定 ：２本競技時の逆順指定を入力します。順位で入力します。 

⑧ ２本目出場制限 ：２本競技時の出場制限を入力します。順位で入力します。 

⑨ ２本目スタート順：２本競技のスタート順設定方法を指定します。 

⑩ BibNo ｵﾌｾｯﾄ ：開始 BibNo を入力します。 

⑪ 中間計時箇所 ：中間計時地点数を入力します。 

⑫ 帳票印刷 ：印刷に関する設定を行います。 

大会名印刷 ：大会名の印刷の有無を選択します。 

県名印刷   ：県名・地域名・印刷しないから選択します。印刷する場合、ヘッダーと 

なる名称を入力します。 

個人情報    ：印刷しない・学年・年齢・生年から選択します。 

        ただし FIS 大会時は、設定に関係なく生年が印字されます。 

競技中短冊形式 ：競技中短冊の出力形式を選択します。 

   ・形式１は１ページに１人×２枚印字されます。 

・形式２は１ページに２人×１枚印字されます。 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑪ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ 

⑩ 

⑫ 

⑬ 
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⑬ ＸＭＬ出力用 ： XML 出力時に必要なデータの設定を行います。 

カテゴリー ：”Category”として出力されます。 

リスト No.  ：”Usedsajlist”として出力されます。 

   ※FIS 大会は<Usedfislist>として出力されます。 

地域名   ：”Nation”として出力されます。 

 
 

 XML 出力用項目について 

SAJ-XML/FIS-XML 共用の項目となります。SAJ/FIS どちらも出力する大会の場合、 

入力内容を切り替えてご使用下さい。 
 
 

 クラス設定について 

ＦＩＳ大会の設定ではクラス設定は行なえません。 

クラス有りの大会時は２本目スタート順の設定にお気をつけください。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 
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  競技処理   
 

競技会処理を起動すると競技処理メニュー画面が開きます。 

メニューバーもしくはメニューボタンより処理を選択します。 

 

■ メニューボタン 

 
  

 
① クラス  ：クラスを登録します。          P32～ 

② 大会  ：大会情報を登録します。          P33～ 

③ 選手     ：選手を登録します。          P41～ 

④ 取込     ：選手データの取込を行います。    P43～ 

⑤ 開催     ：開催条件を登録します。          P49～ 

⑥ 情報        ：印刷条件を登録します。        P45～ 

⑦ 組      ：参加選手のドローグループを登録します。   P50～ 

⑧ 欠場  ：欠場処理を行います。     P51～ 

⑨ ドロー  ：ドロー処理を行います。     P52～ 

⑩ スタート（１本目） ：１本目スタート順を登録します。    P55～ 

⑪ 記録（１本目） ：１本目の計測・記録入力を行います。   P58～ 

⑫ 印刷（１本目） ：１本目の印刷処理を行います。    P59～ 

⑬ スタート（２本目） ：２本目スタート順を登録します。    P57～ 

⑭ 記録（２本目） ：２本目の計測・記録入力を行います。   P60～ 

⑮ 印刷（２本目） ：２本目の印刷処理を行います。    P61～ 

⑯ 保守  ：データの保守を行います。    P71～ 

⑰ 終了  ：競技処理を終了します。  
 

 

① ⑦ ⑤ ④ ③ ② ⑧ 

⑬ ⑫ ⑪ ⑩ 

⑨ 

⑭ 

⑥ 

⑮ ⑯ ⑰ 
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■ メニューバー 

 

 
 

 

①  ファイル  ：システムに関するメニューです。 

     ・システム保守   P71～ 

     ・終了 

 

 

② 大会設定  ：大会設定に関するメニューです。 

・クラス登録       P32～ 

・大会情報登録       P33～ 

・地域名称登録       P37～ 

・反則名登録       P38～ 

・国名登録                 P39～ 

・音声設定                 P40～ 

 

 

③  選手登録  ：選手データに関するメニューです。 

     ・選手登録   P41～ 

     ・選手取込   P43～ 

     ・選手印刷   P42～ 

 

 

④ １本目競技処理：１本目の競技処理に関するメニューです。 

・開催条件登録 

・印刷情報登録    P45～ 

・競技条件登録    P49～ 

・資料印刷     P64～ 

・ドローグループ登録      P50～ 

・オートドロー            P52～ 

・スタート順登録    P55～ 

・スタートリスト印刷    P65～ 

・記録登録     P58～ 

          ・中間記録取込   P62～ 

          ・競技印刷          P66～ 

 

① ２本目競技処理：２本目の競技処理に関するメニューです。 

     ・スタート順登録   P57～ 

   ・スタートリスト印刷  P65～ 

   ・記録登録   P58～ 

   ・中間記録登録   P62～ 

   ・競技印刷   P66～ 

 

 

⑥ ウィンドウ  ：処理画面の表示方法に関するメニューです。 

⑦ ヘルプ  ：システムのバージョン情報を表示します。

① ⑥ ⑤ ④ ③ ② ⑦ 
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  クラス登録   
 

クラス有りの大会の場合のみ表示されます。使用するクラスを登録します。右側に登録されたデータの

一覧表が表示されます。一覧表内をダブルクリックするとそのデータが表示されます。 

 

  

 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② クラス名称（日本語） ：クラス名（日本語）を入力します。 

③ クラス略称（日本語） ：クラス名（日本語）を入力します。 

④ クラス名称（英語） ：クラス略称（英語）を入力します。 

⑤ クラス略称（英語） ：クラス略称（英語）を入力します。 

⑥ ゼッケン指定  ：ゼッケン指定でクラス分けをする場合のゼッケン範囲を指定 

します。開始 No と終了 No を入力します。 

⑦ ２本目逆順指定 ：２本競技時の逆順指定を入力します。順位で入力します。 

⑧ ２本目出場制限 ：２本競技時の出場制限を入力します。順位で入力します。 

⑨ WebUp 用設定 ：WebUp をクラス別に行う場合の設定を行います。 

WebID（競技ＩＤ下２桁）とクラス性別を入力します。 
 
 

     クラス別 WebUp を行わない場合、もしくは WebUp に関係ないクラスの場合、 

WebUp 用の設定をする必要はありません。対象クラスのみ設定を行って下さい。 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

⑦ 

⑧ 

 

⑨ 
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  大会情報登録   
 

大会名称やポイント設定など大会の基本情報を登録します。データ管理-システム設定で設定されてい

る値が初期値として登録されています。必要に応じて変更して下さい。 

 

 

  

 

 

 

 タブにより登録画面が別れています。入力したいタブをクリックして下さい。 
 

 
 

大会名称タブ ：大会名やヘッダーに印刷される項目を入力します。 

ポイント情報タブ  ：ペナルティやポイントに関する設定を入力します。 

その他タブ  ：種目名・事由マーク・帳票条件を入力します。 

 

 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

タブ 
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■ 大会名称タブ 
 

大会名やヘッダーに印刷される項目を入力します。 

 

 
 

 各項目を大会別（SAJ・FIS）に入力します。 

① 大会名称１    ：１行目に印字される大会名称を入力します。 

② 大会名称２  ：２行目に印字される大会名称を入力します。 

③ 開催地  ：開催地を入力します。 

④ 会場名  ：ヘッダーに印刷される会場名を入力します。 

⑤ 開催日  ：フッターに印刷される開催日（大会初日の日付）を入力します。  

⑥ 競技日  ：フッターに印刷される競技日（実際にその競技が行われる日付） 

を入力します。  

⑦ コーデックス No ：コーデックス No を入力します。 
 
 
 
 

     開催日・競技日について、ＳＡＪ大会時は「西暦-月-日」の形式で、ＦＩＳ大会時は 

「日-月-西暦」の形式で入力して下さい。異なった形式を使用した場合、ＸＭＬ出力 

時に正しいデータが出力されない場合がありますのでご注意下さい。 
 
 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

⑦ 
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■ ポイント情報タブ 
 

ペナルティやポイントに関する設定を入力します。 

 

  
 

 各項目を入力します。 

    ① ペナルティの設定を大会別（SAJ・FIS）に行います。 

ミニマムペナルティ ：ミニマムペナルティを入力します。 

マックスペナルティ ：マックスペナルティを入力します。 

 マックスぺナルティ MAX ：マックスペナルティの MAX 値を入力します。 

 加算値   ：加算値を入力します。 

 Z 値   ：Z 値を入力します。 

 適用ペナルティ  ：適用ペナルティを入力します。未設定の場合、自動的に 

適用ペナルティが計算されます。 

 

② 各種目別にポイント計算の設定を行います。 

 F 値   ：F 値を入力します。 

 MAX 値   ：MAX 値を入力します。 

 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 
 

     「データ管理 - システム設定 - 大会情報」で競技会作成時の初期値を設定できます。 

  ルール変更などがあった場合、システム設定の値を修正しておくと手間が軽減できます。 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 
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■ その他タブ 
 

種目名・事由マーク・帳票条件を入力します。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① 種目名称 ：種目名称と略称を大会別（SAJ・FIS）に入力します。 

② 性別  ：性別名称を大会別（SAJ・FIS）に入力します。 

③ 事由マーク ：事由に関する設定を入力します。 

   印字 ：競技結果で印字される事由名称を入力します。 

   マーク ：スコアボードなどの表示に使用される事由マークを入力します。 

④ 帳票条件 ：帳票条件を入力します。 

   左余白 ：帳票の左端の余白サイズを入力します。 

   上余白 ：帳票の上端の余白サイズを入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

③ 

② 

① 
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  地域名登録 
 

選手登録で使用する地域名を登録します。データ管理で登録されているデータが初期値として登録され

ています。右側に登録されたデータの一覧表が表示されます。一覧表内をダブルクリックするとそのデ

ータが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 地域名 ：地域名を入力します。 

③ カナ  ：フリガナを入力します。 

④ 表示用 ：表示用地域名を入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ 
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  反則名登録 
 

記録入力で使用する反則名を登録します。データ管理で登録されているデータが初期値として登録され

ています。右側に登録されたデータの一覧表が表示されます。一覧表内をダブルクリックするとそのデ

ータが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 反則名 ：反則名を入力します。 

③ 表示用 ：表示用反則名を入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

 

③ 
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国名登録 
 

選手登録で使用する国名を登録します。データ管理で登録されているデータが初期値として登録されて

います。右側に登録されたデータの一覧表が表示されます。一覧表内をダブルクリックするとそのデー

タが表示されます。 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① No.   ：未使用の No.を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの No. 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 国名  ：国名を入力します。 

③ 略称  ：略称を入力します。 

④ 印刷用 ：印刷用国名を入力します。 

⑤ 表示用 ：表示用国名を入力します。 
 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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  音声設定   
 

音声出力時に必要な各データの設定及び入力を行います。。 
 

      
 

 各項目を入力します。 

①  音声出力 ：音声出力の有無を選択します。 

②  ドロー話者 ：ドロー時の使用する話者を選択します。 

③  スタート話者 ：スタート時の使用する話者を選択します。 

④  フィニッシュ話者 ：フィニッシュ時の使用する話者を選択します。 

⑤  選手名  ：選手名の読みの選択をします。 

⑥  所属名  ：所属名の読みの選択をします。 

⑦  所属名読上げ ：所属名読上げの選択をします。 

⑧  DF 読上げ ：DF(Did Not Finish)読上げの選択をします。 

⑨  順位読上げ ：フィニッシュ時の順位読上げの選択をします。 

             設定されている順位以内の場合に読み上げを行います。 

⑩  男性話者 ：男性話者を選択します。 

音量 ：音量を入力します。   （0.00 小さい ～ 2.00 大きい）  

話速 ：話速を入力します。   （0.50 遅い  ～ 4.00 速い）  

声の高さ ：声の高さを入力します。 （0.50 低い  ～ 2.00 高い） 

抑揚          ：抑揚を入力します。   （0.00 小さい ～ 2.00 大きい） 

⑪  女性話者 ：女性話者を選択します。 

音量 ：音量を入力します。   （0.00 小さい ～ 2.00 大きい）  

話速 ：話速を入力します。   （0.50 遅い  ～ 4.00 速い）  

声の高さ ：声の高さを入力します。 （0.50 低い  ～ 2.00 高い） 

抑揚          ：抑揚を入力します。   （0.00 小さい ～ 2.00 大きい） 
 

 コマンドボタン 

音声テスト：音声テストを実施します。  ※注意事項：音声出力補足説明 P74 参照 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑨ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑩ 

⑪ 
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  選手登録   
 

選手の登録を行います。右側に登録されたデータの一覧表が表示されます。一覧表内をダブルクリック

するとそのデータが表示されます。 

 

      
  

      

 各項目を入力します。 

① 選手番号 ：未使用の番号を入力した場合、新規作成状態になります。登録済みの番号 

を入力した場合、対応するデータが表示されます。 

② 性別 ：クリックして男子・女子を選択します。 

③ SAJ ：SAJ コードを入力します。 

④ FIS ：FIS コードを入力します。 

⑤ 県名 ：県名を入力します。または右側の県名一覧を選択すると自動入力されます。 

⑥ 国名 ：国名を入力します。または右側の国名一覧を選択すると自動入力されます。 

⑦ 氏名 ：氏名を入力します。漢字・カナ・英語・略称があります。 

⑧ 所属 ：所属を入力します。漢字・カナがあります。 

⑨ 表示(拡張用): 拡張用表示データを入力します。 

⑩ 生年月日   ：生年月日を西暦（YYYY/MM/DD 形式）で入力します。 

⑪ 学校・学年 ：学校・学年を入力します。 

⑫ 年齢 ：年齢を入力します 

⑬ 地域番号 ：地域番号を入力します。右側の地域名一覧を選択すると自動入力されます。 
⑭ クラス番号 ：クラス番号を入力します。右側のクラス名一覧を選択すると自動入力されます。 

⑮ FIS POINT ：FIS ポイントを種目ごとに入力します。 

⑯ SAJ PONIT：SAJ ポイントを種目ごとに入力します。 

⑰ 出場フラグ ：出場しない種目をチェックします。 

⑱ 全選手   ：全選手を音声確認する場合チェックします。 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

① 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

⑦ 

⑬ 

⑫ 
⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑭ 

⑧ 

⑯ 

⑮ 

⑰ 

 

⑱ 
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 「県名」、「国名」、「地域番号」、「クラス番号」をクリックすると画面右側に一覧が表示されます。

一覧をダブルクリックすることで選択した項目が自動入力されるため入力の手間が軽減できます。 

 

 選手の検索 

選手を検索したい場合は画面中央にある「選手検索」を使用します。SAJ コード・FIS コード・ 

氏名漢字・氏名カナで検索することができ、検索文字を入力して 検 索 をクリックすると対象 

選手が右側に一覧表示されます。 

 
 

 選手データの印刷 

 印 刷 をクリックすると選手印刷画面が表示されます。印刷したいリストの種類・言語・ 

出力先を選択して印刷ボタンを押してください。 

 
 
 

       出力先がファイルの場合、作成されたファイルは「データ管理-システム設定」の「エ 

クセル保存」で指定したフォルダに保存されます。 

 

 

 選手データの取込 

 取 込 をクリックすると選手取込画面が表示されます。選手データの取込について、詳しくは 

次ページの「選手取込」をご覧下さい。 

 

 コマンドボタン 

音声確認 ：音声確認をします。（選手名、所属名）※注意事項：音声出力補足説明 P74 参照 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

     削 除 ：表示中のデータを削除します。 

     印 刷 ：選手一覧を印刷します。 

     取 込 ：テキストファイルから選手データを読み込みます。 

 終 了 ：画面を終了します。 
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  選手取込   
 

テキストファイルから選手データを読み込み、自動登録します。 

 
  

 選手データ取込の手順 
 

手順 １．選手データのテキストファイルを用意します。①「SAJ データバンクからダウンロー

ド」するか、②「付属の Excel ファイルから作成」して下さい。Excel ファイルはアルペンフ

ォルダ内の「Tool」フォルダに格納されています。インストール時にフォルダを特に変更して

いない場合は、「C:\ProgramFiles\Alpine\Tool」に格納されています。 

  

   ① SAJ データバンクよりダウンロードしたポイントリストファイルを解凍するとテキスト 

      ファイル（×××.txt）になります。実数形式・整数形式どちらも取込可能です。 

 

   
    

  SAJ データバンクのファイルを Excel で開く場合、テキストファイルウィザードで必ず全て

の列の形式を”文字列”に指定して開いて下さい。”標準”のまま開くとポイントが桁ズレする恐

れがありますのでご注意下さい。 

       

② 付属の Excel ファイルから作成する場合、SAJ データバンクにあるデータ項目に加えて、 

性別などのデータを入力することができます。Tool フォルダ内の Alpine.ｘls を開きます。 

このファイルにはマクロが組み込まれています。Excel ファイルを開いたときにマクロを 

有効にして、開いてください。連盟コードまでの項目は SAJ データバンクと同様です。 

追加の各項目の入力形式は以下の通りです。 

 

 
     地域コード：数値入力、システム内の地域登録データと合わせて下さい。 

         性 別  ：数値入力、男子は「1」、女子は「2」。 

     年 齢  ：数値入力、最大 2 桁まで。例：”18” 

         クラス番号：数値入力、システム内のクラスデータと合わせて下さい。 

         スタート順：数値入力、すでにスタート順が決定している場合に入力して下さい。 

               読み込み後はスタートリスト等でＢｉｂと順番を確認して下さい。 

         所属名カナ：文字列入力、所属名のカナを入力します。 

         正式所属名：文字列入力、賞状を印刷する際の選択項目として入力します。 

         氏名略称 ：文字列入力、海外選手での長い氏名の際の外部表示に使用します。 

  

各項目を入力後、Excel メニュー内の 選手データ変換 を行なってください。カンマ区切り 

のテキストファイルが生成されますので取込用のファイルとしてご使用ください。 

 

  選手データを Excel シートに入力する際、クラス番号や地域コードのデータ内容は確認しま

せん。読み込み後にデータがない場合はエラーになります。クラス登録や地域登録にて必要

に応じて登録してください。 

 

Excel のバージョンによって 選手データ変換 の位置が異なります。 

表示されない場合は、Excel のセキュリティ設定を変更してマクロが実行できるように設定

して下さい。 
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＜Office をご使用の場合の注意点＞ 

Office をカスタムインストールで行なった場合、マクロの動作に必要な VBA（Visual Basic 

for Applications）がインストールされていない場合があります。この場合、付属の Excel

ツールが正常に動作しないことがありますのでご注意下さい。 

 

 

 

手順 ２．システム内で選手取込を行ないます。 

画面の各項目を入力します。 
 

 

 

① ファイル選択 ：テキストファイルを指定します。右端のボタンをクリックするとファイル 

選択用ダイアログが表示されますので対象のファイルを選択して下さい。 

② 開始 No  ：選手番号の開始番号を入力します。 

③ 性別 ：性別を選択します。取込ファイル内で性別が指定されていない場合、ここ 

で指定した性別が自動的に設定されます。 

 

 

 

手順 ３． 実 行 をクリックすると取込が開始されます。 

処理が完了するとメッセージが表示されます。件数を確認し抜けている番号がないか 

チェックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

 実 行  ：操作を実行します。 

 ｷｬﾝｾﾙ  ：操作をキャンセルし画面を閉じます。 

① 

③ 

② 
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  印刷情報登録   
 

印刷帳票のヘッダーやフッターに印字される情報を入力します。データ管理-印刷情報で設定されてい

る値が初期値として登録されています。必要に応じて変更して下さい。 

 

 
  

 

 

 SAJ 用と FIS 用で別々に登録できます。設定したい言語を選択してください。入力したいタブを

クリックして下さい。 
 

 
 

審判情報タブ ：審判のデータを入力します。 

コース情報タブ  ：コースデータを入力します。 

１本目前走者タブ  ：１本目の前走者のデータを入力します。 

 ２本目前走者タブ ：２本目の前走者のデータを入力します。 

 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 コマンドボタン 

    前走者ｺﾋﾟｰ：1 本目に入力されている前走者を２本目にコピーします。 

     登  録 ：入力内容を保存します。 

 終  了 ：画面を終了します。 
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■ 審判情報タブ 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① タイトル ：審判情報のタイトルを入力します。 

② 項目  ：審判名称を入力します。 

③ 氏名  ：氏名を入力します。 

④ 所属  ：所属を入力します。 

⑤ サイン ：サイン欄を印刷する場合、チェックします。 

 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ ④ ⑤ 
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■ コース情報タブ 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① タイトル ：コース情報のタイトルを入力します。 

② 項目  ：コース情報名称を入力します。 

③ 内容  ：コースデータを入力します。 

  
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
③ 
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■ １・２本目前走者タブ 

 

 
 

 各項目を入力します。 

① 項目  ：前走者名称を入力します。 

② 氏名  ：氏名を入力します。 

③ 所属  ：所属を入力します。 

  

 

     前走者ｺﾋﾟｰを使用すると、１本目の前走者データが２本目にコピーされます。 

１本目と２本目の前走者が同じ場合にご使用下さい。 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ 
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  競技条件登録   
 

帳票に競技条件として印刷される旗門数や天候などを入力します。 

 

 

 

 SAJ 用と FIS 用で別々に登録できます。設定したい言語を選択してください。2 本競技の場合は

1 本目もしくは 2 本目のタブをクリックして下さい。 

① 旗門数    ：旗門数を入力します。 

② ターン名      ：ターン数を入力します。 

③ スタート時間   ：スタート時間を入力します。 

④ フィニッシュ時間 ：フィニッシュ時間を入力します。 

⑤ 天候     ：天候を選択します。「データ管理-気象条件登録」で「天候」に登 

録したデータが項目として表示されます。 

⑥ 雪質     ：雪質を選択します。「データ管理-気象条件登録」で「雪質」に登 

録したデータが項目として表示されます。 

⑦ スタート地点気温 ：スタート地点の気温を入力します。 

⑧ フィニッシュ地点気温 ：フィニッシュ地点の気温を入力します。 

⑨ ｽﾀｰﾄ／ﾌｨﾆｯｼｭ気温 ：スタートとフィニッシュの気温を入力すると自動入力されます。 

⑩ 天候／雪質    ：天候と雪質を入力すると自動入力されます。 

 
 

     入力時には左下の入力制限に従って入力して下さい。また、入力完了後には 登 録 を 

クリックして下さい。登録しない場合、データは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

 

① 

④ 

③ 

② 

⑤ 

⑥ 

 

⑦ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 
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ドローグループ登録   
 

ドローグループの登録を行います。 

         

       
 

参加選手一覧 ： ドローグループに登録されている選手の一覧が表示されます。 
 
 

◆参加選手一覧より該当の選手を選択し、グループを入力します。 

① グループ ：グループ番号を入力します。 
 

◆未入力グループ一括入力 

未入力グループに任意のグループ番号を割り当てることができる機能です。 

 割り当てるグループ番号を入力し未入力一括をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力された内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

 

① 
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  欠場入力   
 

所属別に欠場する選手の登録を行います。 

 

      
 

◆所属別に欠場する選手を登録します。 

 ①左側の所属名より、該当の所属名を選択します。 

  右側にその所属名に登録された選手の一覧が表示されます。 

 ②欠場する選手の欠場にチェックします。 

 

◆欠場者の印刷 

 印刷をクリックすると、欠場印刷選択画面が表示されます。 

 ①出力選択(選択中所属のみ・全選択)・言語・出力先を選択し、 

  印刷をクリックすると欠場者リストが出力されます。 

 

      
 

 コマンドボタン  
 

 登 録 ：入力内容を保存します。 

     ｷｬﾝｾﾙ  ：操作をキャンセルします。 

 印 刷 ：対象の帳票を印刷します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 
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オートドロー処理   
 

 

グループ登録された選手のドローを行います。 

【ドロー前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ドロー後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 選手一覧   ： ドローグループに登録されている選手の一覧が表示されます。 

② グループ   ： ドローを行うグループの選択をします。 

③ 表示順    ： ポイント順・ポイント逆順の選択をします。 

④ ドロー方式  ： シングルドロー・ダブルドロー・デフォルトの選択をします。 

            ・シングルドロー （スタート順ドロー） 

            ・ダブルドロー  （スタート順と選手名の同時ドロー） 

⑤ 開始 Bib    ： 開始 Bib を設定します。 

⑥ 抽出速度    ： ドローするスピードを入力します。 

⑦ モニター表示 ： PC の第２画面にドロー状況を表示するモニター出力をします。 

⑧ クローズアップ： ドロー対象の選手の情報をクローズアップして出力します。 

⑨ 欠場入力   ： 欠場の入力をします。 

① 

② ③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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◆ドロー処理を行います。 

  １．ドローを行うグループを選択します。 

    （選手一覧にドローする選手の一覧が表示されます。） 

  ２．ドロー処理設定を設定します。 

（表示順・ドロー方式・開始 Bib・抽出速度の設定） 

３．モニター表示する場合はモニター表示にチェックします。 

４．ドロー対象の選手をクローズアップする場合はクローズアップにチェックします。 

５．スタートをクリックするとドローが開始されます。 

  ※ドロー方式のデフォルトにチェックされている場合はドローは行われず、 

   選手一覧の表示順のまま上から順に Bib が振られます。 

６．ドロー結果一覧に全員移動したらドローは完了です。 

 

 
 

 
 

      ドロー完了後には 登 録 を必ずクリックして下さい。 

登録せずに画面を終了した場合は、ドロー内容は保存されませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドボタン 

スタート：ドローを開始します。 

         （ドローされた選手がドロー結果一覧に表示されます。） 

     ｷｬﾝｾﾙ  ：ドロー結果をキャンセルします。 

     登 録 ：ドロー結果を登録します。 

 終 了 ：画面を終了します。 
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◆ドロー終了後、Bib だけを再度振りなおしたい場合は、開始 Bib を再入力して再表示 

 をクリックして下さい。再入力した開始 Bib を基準に Bib が再設定されます。 

 

 また、ドロー結果をキャンセルしたい場合は、ｷｬﾝｾﾙ を必ずクリックして下さい。 

 

◆ドローモニター 

 

 

 
 

 

画面のモニター表示をチェックすると、ご使用の PC の第２画面にドローモニターが出力されます。 

プロジェクターを使用してスクリーンに投影することで、リアルタイムのドロー画面として使用する 

ことができます。 

 

 

 

 
 

      ご使用の PC の設定がマルチモニタ設定になっていない場合、 

この機能はご利用になれません。 PC のモニター設定をご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クローズアップにチェックするとドロー対象の選手の情報が 

クローズアップして表示されます。 
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  スタート順登録（１本競技・２本競技１本目）   
 

1 本競技および２本競技 1 本目のスタート順の登録を行います。 

  

① ラウンド  ：滑降トレーニングの場合、ラウンドを選択します。 

② ドロー結果入力 ：ドロー結果の入力欄です。 

③ 選手一覧  ：参加選手の一覧。選手登録で対象種目の出場フラグがチェックされてい 

る場合、その選手は一覧に表示されません。 

④ Bib 一覧  ：使用可能な BibNo の一覧 

⑤ スタートリスト ：エントリーされた選手の一覧 

⑥ エントリー  ：選手一覧と Bib 一覧を選択してクリックするとエントリーされます。 

⑦ ｴﾝﾄﾘｰｷｬﾝｾﾙ  ：エントリー選手を選択してクリックするとエントリーが解除されます。 

⑧ 欠場入力  ：チェックすると欠場入力用チェックボックスが選手一覧に表示されます。 

⑨ 全選択  ：クリックすると選手一覧に表示されている全選手が選択状態になります。 

⑩ Bib 再設定  ：設定されている Bib を変更したい場合クリックします。 

⑪ Bib 指定ｸﾗｽ分け ：Bib に応じてクラスを設定する場合クリックします。 

⑫ ｸﾛｯｸ用ﾌｧｲﾙ出力 ：SEIKO スタートクロック用 Bib データファイルを出力します。 

 

 ドロー結果登録 

１. BibNo と⑬選手番号を入力します。 

２. 選手番号欄にカーソルがある時、 ENTER キーを押すと BibNo が設定されます。(手動) 

３. ドロー資料で出力されたドロー短冊のバーコードを使用する場合は、選手番号欄にカーソル 

がある時、バーコードを読み取ることで BibNo が設定されます。     

 スタート順登録 

１. 選手一覧で対象選手を選択します。（複数選択可） 

２. Bib 一覧で Bib を選択します。選手一覧で複数選択されている時に Bib が 1 つだけ選択され 

た場合、その Bib を開始 Bib として残りの選手の Bib は自動で設定されます。 

３. 画面中央の >> をクリックします。 

     入力完了後には 登 録 をクリックして下さい。登録しない場合、データは保存されま 

せんのでご注意下さい。 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ 

 

⑬ 

⑫ 
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 選手一覧の並べ替え 

選手一覧で表示している各種ポイントのヘッダー部分をクリックすると、クリックされたポイン 

トを基準に選手データを昇順・降順に並べ替えます。初期表示時は、競技会登録で設定した種目 

に対応したポイントの昇順で表示されます。必要に応じて並べ替えて下さい。 

 

 

 欠場設定 

「欠場入力」をチェックすると以下のように欠場入力欄が選手一覧に表示されます。対象選手を 

チェックしたら「欠場入力」のチェックをはずして入力を確定して下さい。欠場設定された選手

は選択してエントリーをクリックしてもエントリー処理されません。 
 

 
    
 

 スタートリストで選手を選択して Bib再設定 … をクリックすると選択された選手以降のBibを

再設定することができます。開始 Bib を入力して O K をクリックして下さい。入力された開始

Bib を基準に Bib が再設定されます。 
 

 
 
 

 クラスがある競技会の場合、 Bib 指定ｸﾗｽ分け … をクリックすると Bib に応じて各選手にクラ

スを設定することができます。各クラスの開始 Bib と終了 Bib については、 設定変更 をクリッ

クするとクラス登録画面が表示されますので必要に応じて変更して下さい。設定確認後 O K 

をクリックすると Bib に対応してクラスが設定されます。 
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  スタート順登録（２本競技２本目）   
 

２本競技２本目のスタート順の登録を行います。 

 

  

 

① 選手一覧  ：1 本目の結果が進出条件を満たしている選手の一覧が表示されます。 

② 全移動（選手） ：クリックすると選手一覧に表示されている全選手が自動的に選択され、 

エントリーされます。 

③ スタートリスト ：エントリーされた選手の一覧 

④ 全移動（ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ）  ：クリックするとスタートリストに表示されている全選手が自動的に選択 

され、エントリーが解除されます。 

⑤ エントリー  ：選手一覧を選択してクリックすると対象選手がエントリーされます。 

⑥ ｴﾝﾄﾘｰｷｬﾝｾﾙ  ：エントリー選手を選択してクリックするとエントリーが解除されます。 

⑦ 挿入  ：スタートリストに選手を挿入する場合、チェックします。 

⑧ 最新データ表示 ：記録データを読み込み、スタート順登録対象選手を再表示します。 

⑨ ｽﾀｰﾄ順詰め上げ ：クリックするとスタート番号を再設定します。空き番号がある場合、詰め 

あげて設定します。    

⑩ ｸﾛｯｸ用ﾌｧｲﾙ出力 ：SEIKO スタートクロック用 Bib データファイルを出力します。 
 

 スタート順登録 

１. 選手一覧に進出条件を満たした選手が表示されます。進出方法・出場制限・逆順指定は「競技 

会処理-競技会登録」で設定します。ただし進出方法が「クラス単位タイム順」の場合、「競技 

会処理-クラス登録」で各クラスに設定されている出場制限・逆順指定が適用されます。 

２. 選手一覧で対象選手を選択します。（複数選択可） 

３. 画面中央の >> をクリックします。 

 スタートリストへの挿入 

１. 選手一覧で対象選手を選択、「挿入」をチェックし画面中央の >> をクリックします。 

２. スタートリスト挿入ダイアログが表示されます。挿入先のスタート番号を入力して O K  

をクリックして下さい。スタートリストに選手が挿入され、スタート番号が再設定されます。 
 

     入力完了後には 登 録 をクリックして下さい。登録しない場合、データは保存されま 

せんのでご注意下さい。 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

⑤ 

④ 
③ 

② 

⑥ 

 

⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ 
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  記録入力（１本競技・２本競技１本目）  
 

1 本競技および２本競技 1 本目のオンライン計測や記録の手動入力、修正を行います。 

 

 
 

① ラウンド  ：トレーニング種目の場合、ラウンドを選択します。 

② 計 測  ：オンラインの操作を行います。 

③ 手動入力  ：エントリー選手一覧で選択されたデータの記録入力・修正を行います。 

④ ランキング  ：現在のランキングを表示します。 

⑤ エントリー選手一覧 ：エントリー選手の一覧が記録付で表示されます。 

⑥ 最新データ  ：最新データを表示します。スコアボードにはこのデータが表示されます。 

⑦ オンラインデータ  ：オンラインで取り込まれたデータを表示します。 

⑧ コース内の選手 ：現在コース内にいる選手の Bib を表示します。 

⑨ 印刷開く  ：クリックすると競技中短冊の手動印刷用画面が表示されます。 

⑩ 時間計算  ：クリックすると終了予定時間計算画面が表示されます。 

            (開始時間・競技間隔を入力し計算ボタンをクリックすると 

             記録入力画面の右上に終了予定時間が表示されます。) 

 オンライン計測 

１. 計測機器との接続を確認して 開 始 をクリックします。データ取込時に競技中短冊を自動 

印刷する場合は、「印刷する」をチェックして下さい。 

２. 青色の文字で「オンライン」と表示されればオンライン接続完了です。 

３. データが取り込まれるとオンラインデータが表示され、対応する選手のタイムが更新されます。 

４. 棄権や失格があった場合は 修正 をクリックし手動入力で事由を入力します。修正中はオン 

ラインが一時停止状態になりますので、修正終了後に 復帰 で復帰して下さい。 

 オンラインデータの表示色について 

オンラインデータでは受信したデータの種類によって表示色が異なります。スタート=青色、フィ 

ニッシュ=緑色、DNF=オレンジ色で表示されます。 

 コマンドボタン  

 開 始 ：オンラインを開始します。 

 修 正 ：オンライン中に記録の手動修正を行います。 

 復 帰 ：オンライン取り込みを再開します。 

 排 紙 ：競技中短冊において１つの BibNo しか保持されていないときに強制排紙します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

④ 

③ ② 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

① 

⑩ 
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 ランキングについて 

通常は「全員表示」ですが、１０位までの表示に切り替えることもできます。 

クラス分けがある場合、ランキングの左上にある「クラス選択」でクラスを選択することで、ク 

ラス別ランキングに切り替えることができます。 
 

 手動入力 

記録の修正や事由入力ができます。オフライン時とオンライン中の修正モード時に操作可能です。   

 
 

１. エントリー選手一覧で修正したい選手をダブルクリックするか、Bib 欄に対象選手の Bib を入

力し Enter キーを押すと対象の選手データが表示されます。また、選手一覧の Bib 列のヘッ

ダー部分をクリックすると Bib 順に、No.列をクリックすると No.順に並び変わります。 

２. ① タイムを修正する場合 

タイムを直接入力するか、スタート時刻とゴール時刻を入力します。スタート時刻とゴー 

ル時刻が入力された場合、タイムは自動計算されます。 

     ② 事由を入力する場合 

      事由を選択します。DQ の場合、さらにゲート No を入力し、失格理由を選択します。 

     ③ オープン処理する場合 

     「オープン参加」をチェックします。オープン選手はランキングの対象外になります。 

３.  ▼入力確定 をクリックすると修正データが登録されエントリー選手一覧が更新されます。 
 
 

       修正完了後には ▼入力確定 をクリックして下さい。クリックしない場合、修正デ 

ータは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 競技中の印刷 

 印刷開く をクリックすると、印刷種類の選択画面が表示されます。競技中短冊の手動印刷用と

速報印刷が行なえます。BibNo や順位を入力して言語・出力先を選択し、 印 刷 をクリックす

ると競技中短冊が出力されます。競技用短冊の形式には 2 パターンあり、「競技会処理-競技会登

録」の競技中短冊印刷形式で選択することができます。 

 
 

 短冊印刷 

 競技中短冊：印刷する にチェックを入れると、競技中の短冊が CT のゴール信号により、自動

で印刷されます。競技者が奇数の場合など最終走者がゴールしても印刷されないときは 排 紙 を

クリックすると、強制的に記憶データが印刷されます。 
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  記録入力（２本競技２本目）  
 

２本競技２本目のオンライン計測や記録の手動入力、修正を行います。 

 

  

 

① 計 測  ：オンラインの操作を行います。 

② 手動入力  ：エントリー選手一覧で選択されたデータの記録入力・修正を行います。 

③ ランキング  ：現在のランキングを表示します。 

④ エントリー選手一覧 ：エントリー選手の一覧が記録付で表示されます。 

⑤ 最新データ  ：最新データを表示します。スコアボードにはこのデータが表示されます。 

⑥ オンラインデータ  ：オンラインで取り込まれたデータを表示します。 

⑦ コース内の選手 ：現在コース内にいる選手の Bib を表示します。 

⑧ 印刷開く  ：クリックすると競技中短冊の手動印刷用画面が表示されます。 

⑨ 時間計算  ：クリックすると終了予定時間計算画面が表示されます。 

            (開始時間・競技間隔を入力し計算ボタンをクリックすると 

             記録入力画面の右上に終了予定時間が表示されます。) 

 オンライン計測 

１. 計測機器との接続を確認して 開 始 をクリックします。データ取込時に競技中短冊を自動 

印刷する場合は、「印刷する」をチェックして下さい。 

２. 青色の文字で「オンライン」と表示されればオンライン接続完了です。 

３. データが取り込まれるとオンラインデータが表示され、対応する選手のタイムが更新されます。 

４. 棄権や失格があった場合は 修正 をクリックし手動入力で事由を入力します。修正中はオン 

ラインが一時停止状態になりますので、修正終了後に 復帰 で復帰して下さい。 

            

 オンラインデータの表示色について 

オンラインデータでは受信したデータの種類によって表示色が異なります。スタート=青色、フィ 

ニッシュ=緑色、DNF=オレンジ色で表示されます。 

 コマンドボタン  

 開 始 ：オンラインを開始します。 

 修 正 ：オンライン中に記録の手動修正を行います。 

 復 帰 ：オンライン取り込みを再開します。 

 排 紙 ：競技中短冊において１つの BibNo しか保持されていないときに強制排紙します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

③ 

② ① 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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 ランキングについて 

通常は「全員表示」ですが、１０位までの表示に切り替えることもできます。 

クラス分けがある場合、ランキングの左上にある「クラス選択」でクラスを選択することで、ク 

ラス別ランキングに切り替えることができます。 
 

 手動入力 

記録の修正や事由入力ができます。オフライン時とオンライン中の修正モード時に操作可能です。 

   
 

１. エントリー選手一覧で修正したい選手をダブルクリックするか、Bib 欄に対象選手の Bib を入

力し Enter キーを押すと対象の選手データが表示されます。また、選手一覧の Bib 列のヘッ

ダー部分をクリックすると Bib 順に、No.列をクリックすると No.順に並び変わります。 

２. ① タイムを修正する場合 

タイムを直接入力するか、スタート時刻とゴール時刻を入力します。スタート時刻とゴー 

ル時刻が入力された場合、タイムは自動計算されます。 

     ② 事由を入力する場合 

      事由を選択します。DQ の場合、さらにゲート No を入力し、失格理由を選択します。 

     ③ オープン処理する場合 

     「オープン参加」をチェックします。オープン選手はランキングの対象外になります。 

３.  ▼入力確定 をクリックすると修正データが登録されエントリー選手一覧が更新されます。 
 

       修正完了後には ▼入力確定 をクリックして下さい。クリックしない場合、修正デ 

ータは保存されませんのでご注意下さい。 

 

 競技中の印刷 

 印刷開く をクリックすると、印刷種類の選択画面が表示されます。競技中短冊の手動印刷用と

速報印刷が行なえます。BibNo や順位を入力して言語・出力先を選択し、 印 刷 をクリックす

ると競技中短冊が出力されます。競技用短冊の形式には 2 パターンあり、「競技会処理-競技会登

録」の競技中短冊印刷形式で選択することができます。 

 
 

 短冊印刷 

 競技中短冊：印刷する にチェックを入れると、競技中の短冊が CT のゴール信号により、自動

で印刷されます。競技者が奇数の場合など最終走者がゴールしても印刷されないときは 排 紙 を

クリックすると、強制的に記憶データが印刷されます。 
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  中間記録取込   
 

中間記録の取込を行います。またゴールタイムの一括取込も可能です。 

 

 
 

① ラウンド  ：トレーニング種目の場合、ラウンドを選択します。 

② 計 測  ：オンラインの操作を行います。 

③ 手動入力  ：エントリー選手一覧で選択されたデータの記録入力・修正を行います。 

④ エントリー選手一覧 ：エントリー選手の一覧が記録付で表示されます。 

⑤ ラップクリア  ：クリックすると選択選手の選択地点のタイムをクリアします。 

 

 オンライン取込 

１. 計測機器との接続を確認後、計測する地点を選択し、 開 始 をクリックします。 

２. 青色の文字で「オンライン」と表示されればオンライン接続完了です。 

３. データが取り込まれるとエントリー選手一覧の対応する選手のタイムが更新されます。 

 

 手動入力 

記録の手動入力をすることができます。手動入力はオフライン時のみ操作可能です。 

    
 

１. エントリー選手一覧で修正したい選手をダブルクリックすると選手のデータが表示されます。 

２. タイムを直接入力するか、スタート時刻とゴール時刻を入力します。スタート時刻とゴール時

刻が入力された場合、タイムは自動計算されます。  

３.  ▼入力確定 をクリックするとエントリー選手一覧の表示タイムが更新されます。 
 

     取込完了後には 登 録 をクリックして下さい。登録しない場合、データは保存されま 

せんのでご注意下さい。 

 コマンドボタン 

     登 録 ：入力内容を保存します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

② ③ 

 

④ 

⑤ 

① 
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  印刷処理 
 

各種帳票印刷を行うための印刷指示画面です。 

 

  

 

 

 タブにより設定画面が別れています。入力したいタブをクリックして下さい。 
 

 
 

ドロー資料タブ   ：ドロー資料に関する帳票を出力します。 

スタートリストタブ ：スタートリストに関する帳票を出力します。 

競技結果タブ    ：競技結果に関する帳票を出力します。 

賞状/その他タブ   ：競技中短冊・速報を出力します。 

 

タブ 
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■ ドロー資料タブ 
 

ポイントリスト・ドロー資料・ドロー短冊を出力します。 

 
  

 
 

① ポイントリスト ：ポイントリストを出力します。 

①  ドロー資料  ：ドロー資料を出力します。 

②  ドロー短冊  ：ドロー短冊を出力します。印字方向を選択して下さい。 

    バーコード   ：ドロー短冊のバーコード印字を選手番号で印字する場合チェックします。 

                  ：ドロー短冊のバーコード印字を SAJ コ-ﾄﾞで印字する場合チェックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 出力先  ：帳票の出力先をプレビュー・ファイル・プリンタから選択します。 

⑤ 言 語  ：FIS 大会の場合、日本語・英語を選択します。 

 
 

     出力先がファイルの場合、作成されたファイルは「データ管理-システム設定」の「エク 

セル保存」で指定したフォルダに保存されます。 

 

 コマンドボタン  

 印 刷 ：対象の帳票を印刷します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 

 

バーコード：スタート順登録の自動登録で使用 
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■ スタートリストタブ 
 

スタートリスト・旗門通過記録表・スタート順表を出力します。 

 
  

 
 

① クラス指定  ：クラス別印刷をする場合、印刷対象となるクラスを選択します。 

    単独クラス選択の場合、自動で印刷名が設定されます。 

複数クラス選択の場合、印刷名を入力する必要があります。 

② スタートリスト ：スタートリストを出力します。 

③ 旗門通過記録表 ：旗門通過記録表を出力します。 

④ スタート順表  ：スタート順表を出力します。 

⑤ 出力先  ：帳票の出力先をプレビュー・ファイル・プリンタから選択します。 

⑥ 言 語  ：FIS 大会の場合、日本語・英語を選択します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     出力先がファイルの場合、作成されたファイルは「データ管理-システム設定」の「エク 

セル保存」で指定したフォルダに保存されます。 

 

 

 コマンドボタン  

 印 刷 ：対象の帳票を印刷します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

 

① 
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■ 競技結果タブ 
 

チェックリスト・公式成績表・ペナルティリスト・アナリシスリストを出力します。 

 
  

 
 

① ラウンド  ：トレーニング種目の場合、ラウンドを選択します。 

② 帳票条件  ：競技結果の計算条件を設定します。 

    ベストタイム指定 ：ベストタイムを指定してポイント計算をしたい場合、入力します。 

     ランキング方式 ：ランキング計算時に日本人のみで順位付けしたい場合、チェックします。 

③ クラス指定  ：クラス別印刷をする場合、印刷対象となるクラスを選択します。 

    単独クラス選択の場合、自動で印刷名が設定されます。 

複数クラス選択の場合、印刷名を入力する必要があります。 

④ チェックリスト ：チェックリストを出力します。 

             記録がまだ入っていない選手も印字する場合、チェックします。 

⑤ 公式成績表  ：公式成績表を出力します。 

⑥ ペナルティリスト ：ペナルティリストを出力します。 

⑦ アナリシスリスト ：アナリシスリストを出力します。印刷順を選択して下さい。 

⑧ 出力先  ：帳票の出力先をプレビュー・ファイル・プリンタ・FIS-XML・SAJ-XML 

から選択します。 

⑨ 言 語  ：FIS 大会の場合、日本語・英語を選択します。 

     ※FIS-XML の場合は英語を選択してください。 
 

     XML ファイル(FIS 形式)は公式成績表のみ対応となりますのでご注意下さい。 

 詳細については次ページの「ＸＭＬファイルについて」をご覧下さい。 
 

     出力先がファイルか XML の場合、作成されたファイルは「データ管理-システム設定」 

の「エクセル保存」で指定したフォルダに保存されます。 

 

 コマンドボタン  

 印 刷 ：対象の帳票を印刷します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

④ 

⑤ 

⑧ ⑨ 

 

② 

③ 

⑥ 

⑦ 

① 
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■ ＸＭＬファイルについて 

各項目がどの画面で設定できるかについては下記をご覧下さい。 

 

レースヘッダー部 

 

 
レースデータ部 

 
 

大会情報登録：コーデックス 

大会情報登録：開催日から自動計算 

競技会登録：カテゴリー 

大会情報登録：開催日 

大会情報登録：大会名称１ 

大会情報登録：開催地 

競技会登録：リスト No. 

※FIS 大会は<Usedfislist>となります 

印刷情報：審判情報 氏名・所属 

印刷情報：コース情報 コース名 

ﾎﾓﾛｹﾞｰｼｮﾝ No. 

競技条件登録：旗門数・ターン数 

競技条件登録：雪質（１本目） 

競技条件登録：天候（１本目） 

印刷情報：前走者 コースセッター 

印刷情報：コース情報 全長 

競技会登録：地域名 

競技条件登録：スタート地点・フィニッシュ地点 

競技条件登録：スタート時間・フィニッシュ時間（１本目） 

大会情報登録：ポイント情報 適用ペナルティ 
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選手データ部 

 
 

選手データ部（事由あり） 

 

 
 
 

     ＦＩＳ大会の場合、全ての項目について半角の英数文字で入力して下さい。 

ＳＡＪ大会の場合は全角での出力も可能です。 

 
  

     選手・審判の氏名は、半角スペースを区切りとして Firstname と Lastname に 

 自動的に分割されますのでご注意下さい。 

 
 

     ＸＭＬ送信時のファイル名について 

     ＸＭＬファイルのファイル名は日時などから自動で作成されます。 

そのままのファイル名で送るとエラーになりますので、ファイル名の”_”より前を削除 

したフィル名に変更してください。 

【変更例】 

ＳＡＪ-ＸＭＬ： 

0167-140948R012J_ALRE20140167.xml→ALRE20140167.xml 

ＦＩＳ-ＸＭＬ： 

0874-141212R012E_JPN0874.xml→JPN0874.xml 
 

選手登録：氏名 

選手登録：県名 

選手登録：生年月日 

オンライン：不通過旗門 

 

 

 

選手登録：SAJ コード 

※FIS 大会は<Fiscode>となります 
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■ 賞状/その他タブ 
 

競技中短冊・速報結果・賞状を出力します。 

 
  

 
 

① ラウンド  ：トレーニング種目の場合、ラウンドを選択します。 

② 帳票条件  ：競技結果の計算条件を設定します。 

    ベストタイム指定 ：ベストタイムを指定してポイント計算をしたい場合、入力します。 

     ランキング方式 ：ランキング計算時に日本人のみで順位付けしたい場合、チェックします。 

③ クラス指定  ：クラス別印刷をする場合、印刷対象となるクラスを選択します。 

    単独クラス選択の場合、自動で印刷名が設定されます。 

複数クラス選択の場合、印刷名を入力する必要があります。 

④ 競技中短冊  ：競技中短冊を出力します。印刷する Bib を範囲で指定して下さい。 

⑤ 速報結果  ：速報結果を出力します。印刷順位を指定して下さい。 

 「印刷時間を印字する」印刷した時刻がリスト右上に印字されます。 

⑥ 賞 状  ：賞状を出力します。印刷順位を指定して下さい。 

 「タイムを漢字表記にする」（１分２３秒４５）と分秒表記になります。 

 マスターファイル ：賞状のマスターファイルとして使用するエクセルファイルを指定します。 

ファイル名とシート名を指定して下さい。 

※※ 賞状マスターファイルの作成方法は次頁を参照して下さい。※※ 

⑦ 出力先  ：帳票の出力先をプレビュー・ファイル・プリンタから選択します。 

⑧ 言 語  ：FIS 大会の場合、日本語・英語を選択します。 
 
 

     出力先がファイルの場合、作成されたファイルは「データ管理-システム設定」の「エク 

セル保存」で指定したフォルダに保存されます。 

 

 コマンドボタン  

 印 刷 ：対象の帳票を印刷します。 

 終 了 ：画面を終了します。 

① 

④ 

⑤ 

⑦ ⑧ 

 

② 

③ 

⑥ 
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■ 賞状マスターファイルの作成方法 

 

本システムの賞状印刷は Excel シートの“テキストボックス”を使用しリザルトデータを貼り

付け作成しております。テキストボックスの名称とデータは一致するように設定されております。

テキストボックスの名称は固定です。テキストボックスの削除や同名設定は行なわないでくださ

い。また、順位毎にシート単位で作成します。直接印刷かファイル作成のみの選択になっており、

プレビューは行なえません。ファイル作成後にエクセルファイルからレイアウト等の確認を行な

ってください。必要のない項目はテキストボックス枠を選択し、「テキストボックスの書式設定」

－「プロパティ」－「オブジェクトを印刷する」チェックを OFF（印刷しない）に設定してくだ

さい。TOOL￥賞状サンプル.ｘlsファイルを開いてマスターシートの作成方法を確認して下さい。 

 

 
  

上記のテキストボックスにはエリアがわかりやすいように背景色をつけております。このファ

イルを変更しマスターシートを作成する際は、テキストボックスの背景色や囲み線等の設定を変

更し作成してください。また、サンプル内の“賞状について”シートも参照してください。 

  

 ※ その他印字内容について 

   その他の本文や会長名、賞状ヘッダー部分などは必要に応じて追加・削除して下さい。 

 

※ タイムの表記について 

タイム表記はシステム内の漢字表記チェックをつけると分秒表記になります。 

 

    ※ フォントサイズや縦書き、位置等自由にレイアウトが行なえます。シートの用紙サイズを

変更すればＡ３やその他のサイズにも印字可能です。 
 

     日付はデータでの配置設定ではありません。マスターシートの作成時にセットした日付

がそのまま印刷されます。 

テキストボックス名称 

クラス名 

順位 

氏名 

拡張所属名 

合計タイム 

BibNo 

タイム１ 

所属名 

タイム２ 

県名 

氏名カナ 

その他印字内容 ※ 
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  データ保守   
 

現在処理中の競技会のデータを管理します。データ数が表示されています。 

 

     
 

① バックアップ ： データのバックアップを行います。 

 1. バックアップをクリックしてチェック状態にします。 

 2. 不要なデータがある場合は、クリックしてチェックをはずします。 

 3.  開 始 をクリックします。 

4. バックアップ先を指定するとバックアップが開始されます。 

 

② ロード： バックアップされているデータを復元します。 

 1. ロードをクリックしてチェック状態にします。 

 2. ロード元のフォルダを指定します。 

3. ロードしたくないデータがある場合は、クリックしてチェックをはずします。 

4.  開 始  をクリックするとロードが開始されます。 

 

※ なお、現在システム内にある選択したデータはロードしたデータに上書きされます。 

 

③ 初期化： 選択中の競技会内のデータをすべて削除して初期化します。 

 1. 初期化をクリックしてチェック状態にします。 

2.  開 始  をクリックします。 

 

※ 現在処理中の競技会自体のデータも消去されます。もし競技会自体は残したまま、初期化

したい場合は、 開 始 をクリックする前に、競技会のチェックをはずして下さい。 

※ 一部のデータだけ消去したい場合は、 開 始 をクリックする前に、消去したくない 

項目のチェックをはずして下さい。 

 

④ フロッピー初期化： フロッピーディスク内のデータを全て消去し、初期化します。 

 1. フロッピー初期化をクリックしてチェック状態にします。 

 2. 初期化するフロッピーディスクをパソコンにセットします。 

 3.  開 始  をクリックするとフロッピーの初期化が開始されます。 

 

 

 コマンドボタン 

 開   始  ： チェックされている処理を実行します。 

 全て解除  ： データのチェックを全て解除します。 

 終    了  ： 画面を終了します。 

① 

④ 

③ 

② 
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  アナウンスモニター   
 

選択した大会のアナウンスモニターを表示します。記録入力画面にて受信した選手のデータがリアルタ

イムで表示されます。スタートした選手が左側に、フィニッシュした選手が右側に表示されます。 

 

               アナウンスモニター起動時に棄権・途中棄権を表示するかどうか選択 

します。そのまま Enter キーを押した場合、棄権・途中棄権を表示し 

ないモードで動作します。また、失格についてはアナウンスモニター 

には表示されませんのでご注意下さい。 

                

 

 
 

 スタート選手データ 

  
 フィニッシュ選手データ（1 本競技・2 本競技 1 本目） 

  
 スタート選手データ（2 本競技 2 本目） 

  
 

「競技会処理-競技会登録」の県名印刷の設定により、県名・地域名を表示することが 

できます。また 2 本競技 2 本目の場合、2 本目単独のタイムも表示されます。  
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Ｗeb ＵＰ   

 

スタートリスト・競技結果を Web サーバーに転送し、「SEIKO SPORTS LINK」に表示します。 
 

   
 

◆ 各項目を入力します。 

① SSB サーバー ： SSB サーバーの設定を行います。 

② SSB ユーザーID ： SSB ユーザーID の設定を行います。 

③ SSB パスワード   ： SSB パスワードの設定を行います。 

④ 大会 ID        ： SSB で大会作成時に表示される「大会 ID」の設定を行います。 

⑤ WebID      ： SSB で競技作成時に表示される競技 ID の下２桁を設定します。 

              例 競技 ID が「SIASW01002」の場合、クラス番号は「02」 

               競技 ID が「SIASM16001」の場合、クラス番号は「01」 

※ユーザーID、パスワードについては SEIKO SPORTS LINK より取得できます。 

 

◆ クラス別 WebUp 機能 

リザルトでの計測はクラス混合で行い、WebUp 時にクラス単位で別の競技として表示させる 

ことができます。クラス別 WebUp として動作させる場合、⑥をチェックします。 

また事前準備としてクラス登録にて対象クラスに WebID と Web 性別を設定する必要があります。 

WebID と Web 性別が登録されているクラスが⑦のクラス一覧に表示され、スタートリスト及び 

競技結果を Up する際はクラス一覧にて対象クラスを選択して WebUp を行います。 
 

 コマンドボタン 

 

ログイン  ： 入力された ID・パスワード・大会 ID にてログインします。 

大会設定  ： 大会情報を送信します。ログイン後に必ず行って下さい。 

 

 ログインが失敗した場合・大会設定が失敗した場合は 

Web 側の大会設定やリザルトデータの競技会設定をご確認下さい。 

 

1 本目ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ  ： 1 本目のスタートリストを転送します。 

1 本目競技結果  ： 1 本目の競技結果を転送します。 

2 本目ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ   ： ２本競技の場合の２本目のスタートリストを転送します。 

総合結果  ： 総合結果を転送します。 

 

ﾗｲﾌﾞ開始  ： アルペンライブリザルトを開始します。 

ｸﾘｱ(ﾗﾝｸ１本目)  ： ライブ画面上部をクリア、下部に１本目ランキングを表示します。 

ｸﾘｱ(ﾗﾝｸ結合)    ： ライブ画面上部をクリア、下部に総合ランキングを表示します。 

ﾗｲﾌﾞ終了  ： アルペンライブリザルトを終了します。 

 

終 了  ： 画面を終了します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 



音声出力補足説明  

   アルペンリザルトシステム 

 
74 

 

 

  音声出力補足説明  
 

 

 

 

◆選手名、所属名の音声出力について 

 選手名、所属名の音声出力については、 

音声設定画面の選手・所属名の(カナ読み・漢字読み)選択により 

選手登録に入力されている情報で読み上げられます。 

 

 音声設定画面の選手・所属名の選択で(カナ読み)を選択した場合は 

 氏名（カナ）、所属（カナ）の入力は必須です。 

 

 音声設定画面の選手・所属名の選択で(漢字読み)を選択した場合は 

選手名は、氏名（略称）が入力されている場合は氏名（略称）が優先されます。 

 

 所属名は、表示（拡張用）が入力されている場合は表示（拡張用）が優先されます。 

 

 氏名（略称）と表示（拡張用）には、アクセントマークが「！」が使用できます。 

 漢字も混在入力できますが、アクセントマークはカナ部分に有る時だけ機能します。 

 

 ひらがなと全角カナもカナ部分として扱われます。 

 アクセントマーク「！」も、全角でも機能します。 

 

 

■氏名（略称）の例１：ワ！タベ タケシ 

 「ワ」が強く発音されます。 

 

■氏名（略称）の例２：ワ！タベ 剛 

 「ワ」が強く発音されます。 名前は「ツヨシ」と発音されます。 

 

■表示（拡張用）の例：岩手ワ！タベ少年団 

 「ワ」が強く発音されます。 「岩手わ！たべ少年団」でも同じ発音です。 
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